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屋外での事故に気を付けよう！
　3 歳から 6 歳頃は、家の外での遊びや移動等の場面を通して、社会性を身に着
けていく時期です。

　この時期は、走ったり登ったりと活発な動きが出来る一方で、周囲の状況に対
する判断は十分にできません。

　小さな失敗は経験になりますが、大きなけがや命に影響を及ぼす事故は、予防
や対策が必要です。

大きな怪我や命に関わるような事故をふせぐために、
左記のようなことに気を付けましょう。

こんな遊びが
してみたい 初めてのことも

挑戦したい

お父さんお母さん
の真似がしたい 挑戦



16

遊んでいるうちに窓の鍵が開いてしまった
り、ベランダにある室外機によじ登り、転落
する事故があります。

□ ベランダや窓の近くに、子どもがよ
じ登れるものを置かない

□ ベランダや窓の鍵に、補助錠やストッ
パーを着ける

海や川に到着してすぐの事故や、大勢の大人
が見守る中での事故に注意が必要です。

□ 子どもから目を離さない

□ 到着してすぐ、ライフジャケットを着
用する

□ ビニールプールで遊ぶ時も、目を離
さない

□ お風呂から上がる際は、子どもを先
に浴室から出す

飛び出しなど、道路での事故も増えるので、
交通ルールを教えたりすることが必要です。

□ 自転車のシートに乗せる前に、ヘル
メットを着ける

□ 短い距離でもチャイルドシートに乗
せる

□ 車道に飛び出さない・駐車場や車が
多い場所では手をつなぐなどの約束
をする

外でいろいろな遊具・遊び方をする際に、安
全・危険を教えておくことが大切です。

□ 花火やライターはひとりで使用しな
いようにする

□ 遊具での安全な遊び方を伝える

□ 歯磨きをするときに転倒すると、喉
をつく恐れがあるため、歩き回らな
いようにし、見守る

こんな場面で、注意が必要です！

ベランダ・窓

プール・海・川・お風呂

駐車場・道路

その他

もしもの時の相談先
◆こどもの救急
　小児科医が監修したホームページで、症状別チェックによる対処法を確認できます。

◆こども医療電話相談 TEL ：♯ 8000 または TEL ：524 -7856
　平日：午後６時から翌朝８時まで
　日曜・祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）：午前９時から翌朝８時まで
　夜間や休日の子ども（15 歳以下）の怪我や急病で病院にいったほうがいいか迷ったときに相 
　談できます。



17

防災について考えよう
　災害への備えは定期的に見直ししていますか？小さなお子さんのいる家庭では、一般的な備えの
他に特別なものを備えておく必要があります。いつ訪れるかわらない「もしも」に備えて、防災に
ついて、一緒に考えてみましょう！

もしもの時にどんなことが起きるかを想像しましょう。ハザードマップを見たり、
避難先（避難所や安全な親戚・知人宅等）までの経路を確認し、実際に歩いてみ
ましょう。また、日頃から、災害時にいつ・誰が・何をするのかを家族で話し合い、

「マイ・タイムライン（防災行動計画表）」を作っておくことも大切です。

もしもの時ことを想像ながら、必要なものを準備して備えましょう。備蓄品は最
低３日間、できれば１週間分を目安にするのがおすすめですが、自宅の周辺でな
かなか入手できないものや、普段使っているお薬やアレルギー対応品等の必需品
については 1 ～ 2 週間程度を目安に備蓄しておきましょう。

備えたものがいざというときに使えなければ意味がないので、実際に使ってみま
しょう。特に子ども向けの用品は、成長に合わせて必要なものやサイズが次々に
変わっていきますので、定期的に見直して、更新していきまょう。

食料品や日用品を少し多めに購入しておき、賞
味期限の近いものから使い、使った分だけ買い
足すことで、常に一定量の備蓄ができる方法で
す。よく使うものを少し多めに買っておくだけ
なので、備え始める時のハードルが低いのが特
徴です。まずはおむつやおしりふき、食べ慣れ
た食べ物などから始めてみると良いでしょう。

災害への備えを考える３STEP

ローリングストックを始めてみよう

STEP1　もしもの時を想像する

STEP2　備蓄品やグッズを準備する

STEP3　使ってみる、半年ごとに見直す

備える

使う買い足す



避難所に移動する必要があるときには両
手が使えるように、避難時の持ち出し品は
リュックで運べる分を用意しましょう。子ど
もが怖がって離れなくなることもあるため、
抱っこ紐は持っておくと便利です。

 □ 抱っこ紐　　　□ 母子健康手帳
 □ 防災ずきん　　□ 健康保険証
 □ 子どもの靴

おむつ離れ後も慣れない場所での生活でト
イレを失敗してしまう可能性があるため、準
備しておくと安心です。また、避難所での生
活では感染症が流行しやすくなるほか、口
内環境の悪化は二次的な病気につながり
やすくなるため準備しておきましょう。

 □ 紙おむつ　　　□ 生理用品
 □ おしりふき　　 □ 常備薬
 □ 歯みがき用具　

成長するにつれて大人用と同じものを準備していきましょう。万が一避難が必要になった場合は、自
分で歩いて移動するようにもなるため、迷子や防犯面に注意し、子どもが 1 人になる時間が無いよう
にしましょう。「ホイッスル」や「子ども用のライト」なども一緒に備えておくと安心です。さらに成長し
てからは必要以上に怖がってしまうことを軽減するために防災について一緒に学ぶ機会をつくっていく
こともおすすめです。

記事監修：ピジョン株式会社
守山市はピジョン株式会社が取り組む「あかちゃんとそなえの輪推進プロジェクト」に賛同しています

避難所では子ども用のものが準備されてい
ない場合があります。食べ慣れたものや加熱
せずにすぐ食べられるもの、子どもが一人で
食べられるものなどを用意しておきましょう。
また、便秘やビタミン不足への対策として野
菜ジュースなどもおすすめです。

 □ 非常食　　　□ 野菜ジュース等
 □ 自分で食べることができるもの
 □ 使い慣れた食器類

被災時の特殊な環境においては、大人と同
じく子どももストレスを感じます。少しでも
気持ちを和らげるために、元気が出るための
おもちゃやお菓子などを準備しておきましょ
う。

 □ おやつ　　　　□ 家族の写真
 □ 音が鳴らない玩具や絵本
 □ 子ども用の寝具や着替え

幼児向け防災備蓄リスト

避難所への移動

トイレ・衛生用品

ピックアップ：幼児期の子どもがいるご家庭の注意点

食事

長期生活への備え

赤太字のグッズはローリングストック推奨
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